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第 4 章では、導波管開口アレイの基本系である 2 個および 3 個の開口よりなるアレイの結合問題を







はa/入 =0.6 、 b/ 入 =0.4 付近のものであることを明らかにした。きらに、 2 個の正方形開口を同ー
の偏波で励振すると遠方界偏波に回転現象が生じ、遠方界偏波は励振界偏波から最大士どほど回転す
ることを明らかにし、アレイを構成する際に注意すべきことを指摘している。





り、散乱係数の絶対値(結合度)がE面アレイでは関口間隔のほぼ 1 乗に、 45。面アレイでは1. 1乗に、



















いている。この解法を用いて、開口が 2 および 3 のときについて、結合係数の詳細な数値計算結果を
示して、特性を論じている。つぎに、数十個の関口を持つアレイについて、同様な計算を行ない、相
互結合を考慮したときのエレメントパターンおよびビームが走査されたときの放射パターンを計算す
るとともに、結合係数の簡単な公式を数値計算結果から誘導して、放射特性を詳しく論じている。こ
れによって相互結合がいかに放射に影響しているかを論じ、 31個の開口を持つアレイの実験を行ない
唱EAワム??
これと比較して、よい一致を見ている。また放射への悪い影響を除去する方法について検討している。
さらに相互結合を積極的に利用することを考えて、アレイの放射を改善する方策について提案すると
ともにその解析結果を示している。このように本論文は、マイクロ波アンテナ工学に多くの知見を与
え通信工学に寄与する所が多大で、ある。
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